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第三期帯広市地域福祉計画策定に向けたアンケート調査結果（概要版） 

１．調査の目的 

令和２年度から令和６年度までを計画期間とする第三期帯広市地域福祉計画策定の基礎資料とするため、

市民の地域福祉に関する意識や実態を把握し、今後の地域福祉の施策に反映させるためアンケート調査を実施し

たものである。 

調査方法や調査の実施概要は以下のとおりである。 

 

２．調査の概要 

調査は、帯広市に住所を有する２０歳以上の男女１，０００人を地区別・男女別・年齢階層別無作為抽出

によって配布対象者を選定した。調査期間は平成３０年１０月１２日～１１月１０日までとし、配布・回収

は郵送により行い、アンケートの回収数は４３１人であった。 

回答者の属性 

居住地区別回答数                 男女別回答数 

区分 回答数（件） 比率（％） 

 東地区  ４５ １０．４ 

 鉄南地区  ６７ １５．５ 

 西地区 １０９ ２５．３ 

 川北地区  ５１ １１．８ 

 西帯広地区  ６５ １５．１ 

 南地区  ７４ １７．２ 

 農村地区  ２０  ４．６ 

年齢別回答数 

区分 回答数（件） 比率（％） 

 男 １７８ ４１．３ 

 女 ２４９ ５７．８ 

 無回答   ４  ０．９ 

３．調査結果の概要                                   

①から④の調査結果は以下のとおりである。 

また、複数回答を認めている場合は回答率の合計が１００．０％を超える場合があります。 

 

 

 

近所付き合いについては「あいさつや立ち話をする」と答えた人が７３．５％いるものの、ほとんど関わ

りをもたないと回答した人が３０％以上いることが伺えるが、問８の近所の関係性では協力し合える関係が

必要と考える人も一定数いることが見られた。 

 

■ 問 7あなたは、近所にお住まいの方とどのようなお付き合いをしていますか（複数回答可）  

1.6%

1.9%

3.2%

6.0%

7.7%

8.4%

9.7%

25.1%

38.5%

73.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

その他

病気の時に助け合う

趣味をともにする

お茶や食事を一緒にする

困りごとの相談をしたり、されたりする

どんな人が住んでいるか知らない

顔はしっているが、ほぼ付き合いはない

物あげたり、もらったりする

あいさつや立ち話をする

 

■ 問 8あなたは、近所との付き合いでどのような関係が一番良いと思いますか。（一つだけに○） 

0.9%

2.3%

3.7%

24.8%

32.0%

36.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他

無回答

交流は特にない

何かあった時だけ協力し合える関係

普段から何でも話したり協力し合える関係

挨拶程度の軽い付き合いの関係

 

 

  

   

問１０の困っていること、不安なことについては「自分の健康に関すること」、「収入や家計に関すること」

などが上位となり、多くの人が少なからず困りごとを抱えていることが伺えた。 

また、困ったときの相談先については大半が「家族・親戚」となっているが、町内会や近所の人で相談で

きる人がいない状況が見られ、近所の困りごとを抱えた人を知っているかという問いについては、大半の人

が認知していない状況となった。 

■ 問 10 あなたは、日常生活や医療・福祉のことで困っていること、不安なことはありますか。（複数回答可） 

1.4%

1.4%

2.6%

5.6%

7.4%

10.0%

11.1%

13.9%

14.8%

16.5%

20.2%

21.6%

24.4%

28.5%

43.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

その他

家族のひきこもりに関すること

無回答

防犯に関すること

人間関係に関すること

買い物や通院に関すること

住まいに関すること

仕事に関すること

親や子どもに関すること

生きがい、将来に関すること

介護に関すること

災害に関すること

特にない

収入や家計に関すること

自分の健康に関すること

 

区分 回答数（件） 比率（％） 

 ２０歳代  ２６  ６．０ 

 ３０歳代  ３６  ８．４ 

 ４０歳代  ６７ １５．５ 

 ５０歳代  ６５ １５．１ 

 ６０歳代  ８５ １９．７ 

 ７０歳代 １０３ ２３．９ 

 ８０歳以上  ４４ １０．２ 

 無回答   ５  １．２ 

①地域との関わりについて 

②近所の方の生活状況について 

資料６ 
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■ 問 11 あなたは、日常生活や医療・福祉のことで困ったとき。誰に相談したいですか。（複数回答可） 

1.4%

1.4%

2.1%

2.3%

2.6%

2.8%

3.5%

3.5%

3.7%

3.9%

5.6%

10.0%

13.7%

13.9%

16.5%

25.3%

33.2%

77.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

地域子育て支援センター

無回答

町内会の人（役員）

学校・保育園・幼稚園の先生

相談できる人がいない

その他

障がい者相談支援事業所

福祉施設

近所の人

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

地域包括支援センター

職場の人

ホームヘルパー・ケアマネージャー

医療機関・薬局

市役所の窓口

知人・友人

家族・親戚

 

■ 問 12 近所に日常生活や医療・福祉のことで困っていそうな方はいらっしゃいますか。（一つだけに○） 

1.9%

3.2%

6.0%

7.7%

81.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

無回答

直接、本人は知らないが、話に聞いている

近所にいることを知っている

わからない

 

 

 

 

   地域活動への参加や協力については、６８．７％の人が「町内会に加入をしている」が、実際に活動をし

ている人は３割程度にとどまり、参加、協力をしていない人が３割いるものとなった。 

   また、ボランティアに参加するためのきっかけとしては活動に関する情報発信、活動拠点の場所があるこ

となどが多かった。 

■ 問 14 あなたは、地域のどのような活動に参加したり、協力したりしていますか。（複数回答可） 

0.7%

1.6%

2.8%

3.2%

6.7%

7.7%

9.3%

12.5%

32.0%

33.6%

68.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

その他

通学路の安全確保などの交通防犯活動

ＰＴＡ活動

ボランティア活動

老人クラブ活動

趣味や娯楽など文化・スポーツ等の集まり

町内会の役員をしている

特に参加したり、協力していない

町内会の行事や活動に参加

町内会に加入している

 

■ 問 18 あなたがボランティアに参加するために、どのようなことが必要ですか。（複数回答可） 

5.3%

6.0%

7.0%

10.7%

14.8%

17.2%

17.4%

26.2%

29.7%

29.7%

32.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

活動に対する報酬があること

その他

無回答

わからない

活動を進めるため講習会や研修が行われること

ボランティアに参加するつもりはない

事故があったときの保障があること

活動を行うための金銭負担がないこと

時間がなくてもできる活動であること

活動の拠点が通いやすい場所にあること

活動に関する魅力の発信や情報の提供があること

 

 

 

 

支援を必要としている方への支援や協力についての考え方では「自分のことで精一杯で他の人のことを支

援する余裕がない」、「余計なお世話になるので支援しない」と回答した人は約５割になった一方で、「支援

をしたい」、「支援をしたいが何をすればいいのかわからない」という回答も約３割あり、実際にできる支援

や協力については、「あいさつや安否確認などの声かけ・見守り」が約４割「除雪の手伝い」が３割近くと

なり、全体として８割の人が何らかの協力ができるという回答になっている。 

また、現在もしくは将来受けたい支援や協力については、約半数の人が「除雪の手伝い」と回答しており、

次いで「災害時の避難支援・安否確認」が３割となっている。 

■ 問 19 地域にお住いの何らかの支援を必要としている方への支援や協力について、あなたの考え方に最も近

いものは何ですか。（一つだけに○） 

0.9%

2.6%

5.3%

10.0%

11.4%

14.2%

22.0%

33.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他

支援は市役所などがやる仕事なので、近所の者がしなくてもよい

無回答

わからない

余計なお世話になってしまうので、支援はしない

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

地域に住む者として、できる範囲で支援したい

支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

 

 

 

 

 

 

 

③地域活動について 

④地域における助け合いについて 
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■ 問 20 地域で生じている様々な福祉分野の生活課題に対し、『あなたができる支援や協力』は何ですか。（複

数回答可） 

2.3%

2.8%

4.4%

4.9%

5.1%

6.0%

6.3%

6.3%

7.0%

7.7%

8.1%

8.6%

9.3%

11.6%

14.8%

17.4%

18.6%

24.6%

27.4%

37.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他

食事の用意

短時間の子守

住居内の荷物の移動

緊急連絡カードを使った緊急時の支援

手紙の代筆

外出への同行

新聞や本の代読

無回答

相談相手になること

玄関前などの掃除・庭の手入れ

子どもの登下校時の見守り

代わりに電話をかける

買い物の手伝い・代行

ごみ出し

支援や協力はできない

災害時の避難支援・安否確認

話し相手になること

除雪の手伝い

あいさつや安否確認などの声かけ・見守り

 

■ 問 21 『現在もしくは将来的にあなたが受けたいと思う支援や協力は』何ですか（複数回答可） 

0.5%

0.9%

1.2%

1.6%

2.6%

4.2%

4.4%

5.3%

6.0%

6.3%

6.5%

8.4%

8.8%

8.8%

10.0%

11.6%

15.8%

23.9%

30.4%

49.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

手紙の代筆

新聞や本の代読

短時間の子守

代わりに電話をかける

住居内の荷物の移動

子どもの登下校時の見守り

その他

相談相手になること

外出への同行

ごみ出し

無回答

食事の用意

玄関前などの掃除・庭の手入れ

緊急連絡カードを使った緊急時の支援

支援や協力は受けたくない

話し相手になること

買い物の手伝い・代行

あいさつや安否確認などの声かけ・見守り

災害時の避難支援・安否確認

除雪の手伝い

 

   

 

 

   福祉に関する情報入手については「新聞・雑誌・テレビ・ラジオ」と回答した人が最も多くなり、次いで

「家族・親戚」が多いものとなった。 

   また、福祉について理解を深めるための機会はどのようなものが必要かという問いでは、「福祉の制度、

サービスなどについて学ぶ機会」、「気軽に話し合える機会」が必要と回答した人が多いものとなった。 

■ 問 24 あなたは、福祉に関すること（福祉サービスや福祉施設のことなど）について必要な情報は、どこか

ら入手していますか（複数回答可） 

0.9%

2.1%

2.6%

2.6%

2.8%

3.0%

4.2%

5.1%

6.0%

6.3%

8.4%

9.7%

11.1%

11.8%

12.5%

20.4%

22.0%

22.3%

28.1%

37.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

地域子育て支援センター

無回答

学校・保育園・幼稚園

社会福祉協議会

障がい者相談支援事業所

その他

民生委員・児童委員

福祉施設

地域包括支援センター

近所の人

医療機関・薬局

ホームヘルパー・ケアマネージャー

市役所の窓口

職場の人

その他

町内会の人（回覧板）

インターネット

知人・友人

家族・親戚

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

 

■ 問 25 あなたは、市民が「福祉に」ついて理解を深めるためには、どのような機会が必要だと思いますか（複

数回答可） 

4.4%

6.7%

9.0%

10.9%

14.8%

18.8%

26.9%

32.7%

42.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

その他

無回答

手話や点字、介護方法などの技術を習得する機会

特に必要なことはない

世代間交流の機会

介護体験や介護を必要とする人の疑似体験など、体験学習をする機会

介護を必要とする人やその家族などの話しを聞いたり、交流したりする機会

市民が福祉の制度、サービスなどについての課題を気軽に話し合える機会

福祉の制度、サービス、理念や考え方などについて学ぶ機会

 

⑤福祉理解について 


